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9

● 外来との大きな違い

　訪問診療と外来が決定的に異なる点は、言うまでもなく「こちら

から出向く」ということですが、口腔内や身体の状態にもかなり違い

があり、整理すると下表のようになります。

訪問診療の
役割とゴール

要
介
護
の
原
因
疾
患

data

外来と訪問の違い

外 来 訪 問
診療環境 歯科医療の場 生活の場

患者の年齢 幼児から高齢者まで 主に高齢者

患者の健康状態 概ね良好 多くは有病者
（通院困難者）

患者との意思疎通 ほとんどは問題ない 意思疎通困難者が多い

コミュニケーション 1 対 1 1 対多

こちらに
どうぞ！

お邪魔
します…

2010（平成 25）年国民生活基礎調査の概況／厚生労働省

　これらは当然、歯科診療の目的や方法に関わるもので、中でも、

多くが有病者で機能障害も抱えていることは重要です。

　要介護状態となる最大の原因は、脳血管の疾患で、認知症がこれ

に続きます（下表）。通院困難になった原因（病気や機能障害）によっ

て、求められる医療が異なってくることにも注意が必要です。

高齢による
衰弱

12.6％

関節疾患
6.8％

骨折・転倒
10.9％

心疾患（心臓病）3.4％

パーキンソン病 
4.2％

糖尿病 2.9％

呼吸器疾患
2.2％

悪性新生物
（がん）1.9％

視覚・聴覚障害
1.5％

わからない 1.1％

脊髄損傷 2.2％

不詳 0.4％

その他
6.9％

脳血管疾患
（脳卒中）

21.7％

認知症
21.4％

！
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● 他職種、患者へのアピールに最適

　一般の方が、歯科の訪問診療を

知ったとき、必ず質問されるのは、

「どこが訪問診療をやってるの？」

「知っている歯医者さんは来てくれ

るかしら？」「お金はどれくらいかか

るの？」「どんな先生が来てくれる

の？」ということです。

　これらに対応するコンテンツを提

供する訪問歯科検索サイト『訪問歯

科ネット』（日本訪問歯科協会が運

営）が2018年にスタートしました。

　このサイトの主な目的は、訪問診

療を行う歯科医療機関と患者さんおよびその家族、介護者、介護事

登録無料
『訪問歯科ネット』の活用

業者、医療機関等の多職種をつなぐことです。多職種、患者さん両

面へのアピールがしやすくなるため、一度はチェックしてみましょう。

ここでは大まかなコンテンツをご紹介します。

1 訪問歯科検索

　ユーザーの現在地から半径1 ～ 16km範囲内にある訪問診療に対

応する歯科医院が検索できます。距離の指定をしない場合は、半径

4kmを検索するように設定されています。

　検索できるのは、厚生局に訪問診療に対応する施設基準の届出（か

かりつけ歯科医機能強化型歯科診療所、在宅療養支援歯科診療所１

及び２）を行った全ての歯科医療機関約14,000件（2018年6月1日現

在）。歯科医院は、無料で詳細情報を登録できます（動画コンテンツ

などの掲載は別途）。

2 料金シミュレーター

　「訪問診療を行ってほしい場所の種類（自宅、居住系施設、介護施設・

病院等）」「同じ日に診療をしてほしい人数」「治療内容（入れ歯の修理、

むし歯の治療など）」を選べば、訪問診療で多い代表的な治療の一部

負担金の目安を知ることができます。

3 介護食、嚥下調整食レシピ動画

　一般家庭でよく作られる料理を、安全でおいしい嚥下調整食にす

るレシピも動画で見ることができます。
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よくあるトラブルと
予防・対策

最多トラブル最多トラブル 車椅子の操作ミス

誤嚥

器具等の落下、転倒3

2

1

● 訪問診療でのトラブル・ワースト3は？

　訪問診療では外来での常識が通用せず、トラブルの内容も異なり

ます。日本訪問歯科協会が把握しているトラブルのうち最も多いのが、

「車椅子の操作ミス」「誤嚥」「器具等の落下、転倒」です。外来と比べ

て診療機器の基本配置が異なっていることと、診療姿勢が確保しにく

いことがトラブルの背景にあるようです。

　この項では、訪問診療において特に多いトラブルとその要因、予防

策を紹介します。

1 車椅子の操作ミス

　最近の車椅子の中には、

背の部分がゆっくり倒れる

構造になっているモデルも

ありますが、患者さんが使っ

ている一般的な車椅子もそ

うとは限りません。

　そのため、後ろに倒そう

とレバーを操作した途端、

患者さんがガクンと後ろに倒れてしまうというトラブルが最も多いの

です。間違っても、車椅子の背板の操作レバーをユニットのそれと同

じように操作してはいけません。

　日本訪問歯科協会では、会員を対象に車椅子操作の実習を受けて

もらっていますが、院長はわかっていても、新人のスタッフには伝わっ

ていないことがあるために、このようなことが起こるのです。

予防策

　院長だけでなく、訪問診療に携わるスタッフは、必ず車椅子の操作

を練習しておく必要があります。また、背板の思わぬ動きに備えて、

アシスタントスタッフが背後に付くことが要求されます。

　車椅子の操作時には、「後ろに倒しますよ」と必ず声をかけるように

します。また、2人以上で見守りながら行うことも必要です。
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2018年保険改定後の
診療、請求のあり方

　2017年4月から歯科訪問診療を行う医療機関は、施設基準の届

出に基づいて、下図の分類になりました。届出がない場合には、歯

科訪問診療1、2および3を算定することができず、初診料、再診

料に相当する点数を算定します。

1 歯科訪問診療料の注13に規定する基準を満たす診療所

　対象となるのは、「在宅療養支援歯科診療所」の届出を行ってい

ない診療所です。直近1カ月に歯科訪問診療および外来での歯科診

療を提供した患者のうち、歯科訪問診療を提供した患者数の割合が

9割5分未満という施設基準があります。

　訪問診療の実績が全くなかった歯科医院が「歯科訪問診療料」を

算定する場合には、この届出が必要です。

2 在宅療養支援歯科診療所1（歯援診1）、及び2（歯援診2）

　歯援診1は9項目、歯援診2は7項目の施設基準があり、特に、

①  過去 1 年間に「歯科訪問診療料 1」及び「歯科訪問診療 2」を合計

15 回以上を算定していること

②  高齢者の心身の特性（認知症に関する内容を含むものであるこ

と。）、口腔機能の管理、緊急時対応等に係る適切な研修を修了

した常勤の歯科医師が 1 名以上配置されていること。なお、既に

受講した研修が要件の一部を満たしている場合には、不足する

要件を補足する研修を受講することでも差し支えない

③ 歯科衛生士が配置されていること

④  当該診療所において、過去 1 年間の在宅医療を担う他の保険医療

機関、訪問看護ステーション、地域包括支援センター、居宅介

護支援事業所又は介護保険施設等からの依頼による「歯科訪問診

療料」の算定回数の実績が 5 回以上であること

歯科訪問診療を行う医療機関の形態

医療機関の形態 直近 1 カ月間の
訪問患者の割合 施設基準

1. 一般の歯科診療所

95％未満

歯科訪問診療料の注 13 に
規定する基準

2. 在宅療養支援歯科診療所 在宅療養支援歯科診療所
1・2

3. 在宅歯科医療専門の
　歯科診療所 95％以上

在宅歯科医療専門の
在宅療養支援歯科診療所
1・2

●いずれかの施設基準の届出を行わないと歯科訪問診療料は算定できない。
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